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高松・広島における海城の都市形成 
ー城下町の水の聖地研究ー 
 
URBAN FORMATION OF SEASIDE CASTLES IN TAKAMATSU AND HIROSHIMA 
STUDY ON WATER SACRED SITES IN CASTLE TOWN 
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Since ancient times, cities have been built in places where water existed by the rulers. At the same time, 
the water that brought grace was not only drinking water, but also an object to prayer and faith. The water 
sacred sites were created in unison with the urban formation, and they have been placed on the periphery to 
indicate the center and the territory each of the cities. Therefore, I believe that it would be possible to 
understand the urban territory in the early Edo period by interpreting the water sacred sites where government 
was involved in construction and protection. 
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１． はじめに 
（１）研究背景 
昔から水がある場所に集落や都市は成立し、自然と人
間は、共生しながら文明を育んできた。水は人間が生き
ていくために、飲用としてだけでなく、農作物や木々を
育てる源として、なくてはならないものである。そのた
め、水のある場所に都市が築かれることは自然の流れと
いえるだろう。しかし、この当たり前のあり方が、人口
増加や技術の発展により、近代から現代にいたるまでの
都市開発において忘れ去られてきた。 
そんな中、2011 年(平成 23 年)3 月 11 日に東日本大震
災が起きた。津波で多くの家屋が被害にあったが、驚い
たことに水神を祀っていたほとんどの神社が被害にあわ
なかった。この事例から、水神を祀っている神社に注目
することで、時の為政者が築いた都市の構造が読み取れ
ると考え、2011 年から高村研究のプロジェクトの 1 つと
して研究が始まった。 
（２）研究目的 
本研究は、江戸時代の城下町における都市と水の聖地
の関係から高松・広島の都市構造を明らかにすることを
目的とする。 
（３）研究方法 
研究方法としては、水神が祀られている場所を地図に
プロットし、水の聖地が置かれた年代と都市建設年代を
重ねることにより、都市建設と水系・地形との関係を把
握する。そして水の聖地に祀られている神の系譜を分析
することで、その聖地が都市開発において、どのような
意味を持っていたのか、どういった環境のもと勧請・整
備されたのかを読み取ることができ、新たに時の為政者
により描かれる都市空間が浮かび上がる。 
 
 
図１ 仮説のモデル図 
 
２． 高松における聖地 
（１）高松の歴史と地形 
高松は大きく分けて、生駒家の時代と松平家の時代の
二つの時代に分けることができる。 
初代城主である、生駒親正は美濃の国(現在の岐阜県)
土田の出身で、1566 年から織田信長や豊臣秀吉の家臣と
なり、様々な戦で武功をあげた。それにより、1587 年秀
吉から讃岐の国を治めるよう命じられ、1590 年に高松城
が完成する。その後生駒騒動により、1642 年に生駒家に
代わり、水戸藩初代藩主徳川頼房の長子の松平頼重が入
城した。主な実績としては、高松城下の上水道の開発、
1645 年の日照りの際、農業用のため池 400 余りを新しく
つくった。松平家は順調に治世を行い、1869 年版籍奉還
にいたる約 230 年間、高松藩を治めた。 
高松市は瀬戸内海に面しており、沿岸部は高松平野が
広がっている。この平野は、地形分類では讃岐山脈を源
とする複数の河川によって形成された沖積地と位置づけ
られている。また、市内を流れる香東川は、高松市市街
地の平野を形成したと考えられており、高松城城下町を
考えるうえで欠くことができない重要な川といえる。 
 
 
図２ 高松市のデジタル標高地形図 
 
本章の第 2 節以降は、高松の水の聖地について述べて
いくが、付録の資料１を参考にしていただきたい。 
（２）亀井戸・亀井戸水神社‐中心部の水源と聖地‐ 
高松の城下町の最大の特徴は、高松城城主である松平
頼重が整備させた高松水道であり、都市の中心で重要な
上水として機能していた。高松は雨が少なく、水を溜め
にくい地形で、常に飲み水の入手に困っていた。高松水
道において最初に整備されたのが亀井戸で、この上水の
中心的水源として用いられていた。その井戸のすぐそば
に建てられていたのが、亀井戸水神社である。 
祭神は水波能売神で、於加美神と並ぶ、日本の代表的
な水の神である。<みずはのめのかみ>の<みずは>を、水
早と解釈した場合、水の出はじめ、すなわち泉や井戸な
どの湧き水の神とする場合があるので、井戸の守護のた
めに祀られる。 
亀井戸という名は、水が湧く穴の形が甕のようなので
甕井戸、転じて亀井戸と呼ばれるようになった。他にも
亀井霊水、新井戸、辻丸井など様々な名で呼ばれ、現在
の亀井町という地名の由来になった。当時の井戸の大き
さは、東西 16 メートル、南北 61 メートルもあり、現在
はその大きさを感じることは出来ないが、相当な大きさ
を誇っていた。 
亀井戸の給水範囲は、今新町、丸亀町など城下町の北
東 19町に及んでいたとされ、最も給水範囲の広い水源と
いうことができる[1]。亀井戸が配水していた地域は主に
町人町であり、頼重は身分の低い町人たちの給水から上
水道の整備を始めたことになり、とても興味深い。 
管理体制においては、町奉行の管理下にあったとされ
ているが、亀井戸水系の日々の管理は、その町や井戸所
有者が分担して行っていた。水系の維持費は、各町の毎
月納める上納金でまかない、大規模な改修工事には、臨
時で高松藩からの借入金でまかなっていた。 
 
 
図３ 埋蔵文化財センターに移築・復元された亀井戸 
 
これらより、亀井戸は頼重が高松水道の足掛かりとし
て整備し、その管理には住民が行っていることから、両
者ともこの井戸を大切にし、その水源を守る神社への信
仰は厚かったと考えられる。このような重要性を持つ亀
井戸水神社は都市の中心的な聖地といえる。 
（３）番所と松島神社‐都市領域の水源と聖地‐ 
都市領域を示す水の聖地はいくつかあり、そのうちの
一つが東の関所といえる場所に鎮座する松島神社だ。 
 
 
図４ 松島神社 
 
祭神には、水の神である市寸島姫命を祀っている。宗
像三女神の一人で、宗像大社や厳島神社に祀られている
ことで有名であり、美しい女神と水の神という点から弁
財天と同一視されている。御利益としては航海安全、交
通安全があると言われている。 
創建当時、松島神社の周りは主に田んぼに囲まれてい
た。すぐそばには、御坊川が流れていたが、この地域は
潮が満ちる頃には、塩分が混ざってしまい農業用水とし
て利用することができなかった。しかし、洪水時には氾
濫する危険性もあったので、町民は御坊川が平穏である
ように願いを込めていたと考えられる。 
松島神社のすぐそばを讃岐五街道の一つ、志度街道(浜
街道、東下道とも呼んだ)が通っていた。この街道は、昭
和前期に旧国道 11号ができるまでは、高松から屋島を経
て志度、徳島方面へ行く出口であり、高松への入り口に
あたる主要街道であった。また、御坊川には千代橋とい
う橋が架かっており、その西のたもとには、船番所、あ
るいは川口番所と呼ばれた番所があった。船番所とは、
江戸時代に海岸線を持っていた藩が、船が良く航行する
航路の河岸、そのほかの要所に設けて、通行する船を検
査し、税の徴収などにあたった役所である。現在でも鬼
瓦に松平家の家紋<三つ葉葵>が使われた番所跡の建物が
残っており、松平家によって松島神社周辺が整備された
と予想される。松島神社が置かれた場所は、水路と陸路
の交差点となる場所であり、東の関所とも言える。町人
とは違い、役人にとっては、舟の航海安全や陸路の交通
安全を松島神社に願っていたと考えられる 
このように、都市として重要な場所に領域を示すよう、
水の神を祀っていたことがわかる。 
（４）龍神伝説と田村神社‐環境領域の水源と聖地‐ 
現地の方に、高松で有名な水神の神社はどこかと聞く
と、真っ先に名前が挙がるのが田村神社である。 
非常に歴史ある神社で、田村大社、定水大明神、また
は一宮大明神とも呼ばれていた。香川県神職会の『香川
県神社誌 上巻』によると、様々な歴史書にその名が記さ
れていたことがわかる[2]。861 年に古代の社格の 1 つで
ある、名神大社に列せられ、1201 年には、神社における
神階の最高位の正一位に叙せられた。為政者からの信仰
も厚く、1363 年には細川氏、1587 年に生駒氏、1655 年に
松平氏がそれぞれ社領の寄進を行っており、中世から為
政者と関係を持っていたことがわかる。現在の境内の広
さを見ても、その繁栄ぶりを見ることができる。また、
洪水が起こると奉行人が、必ず先ず田村神社に祈願した
とされ、定水大明神と称される所以でもある。 
 
 
図５ 田村神社 
祭神は、田村大神と呼ばれている五人の神様であり、
そのうちの 1人、倭迹迹日百襲姫命が女性の水神である。
この神は、水路を開き、日照に苦しむ人々のために、雨
祈で雨を降らせ、水源を教え、米作りを助けたといわれ、
そこから水と関わりの深い神とされている。岡山県の吉
備津神社を中心に、吉備津彦信仰において女性の守護者、
または水神として祀られる事が多く、西日本を中心に祀
られている。 
境内には、定水井、袂井、花ノ井という井戸が存在し、
<定水井>と呼ばれる深淵は御神体となっている。この井
戸は、底なしの深淵とも呼ばれ、この井戸には龍が住ん
でいるという伝説が社記に残っている。また、この井戸
を覗くと、死んでしまうという伝説が生まれたのは、高
松にとって重要な湧水のため、むやみに人の手が入らな
いようにする狙いがあったのではないかと推測する。 
近世、神社周辺は田畑であったとされ、この神社の湧
水を水源としていた。田村神社は高松平野のほぼ中央に
位置し、そこで水が発生すれば、恩恵を受ける人は多か
っだろう。そのため、水神への信仰が生まれるのも当然
な流れといえる。境内の西側には、香東川の元本流の流
路である、御坊川が流れている。境内の湧水は、香東川
の伏流水とされている。 
南側には、古代から中世に整備され、紀伊国(現在の和
歌山県)から四国各国につながっていた南海道が通ってお
り、この海道は、高松城から松平家の菩提寺である法然
寺に向かう仏生山街道と交わっており、城下町からのア
クセスは万全であった。 
立地的に境内の湧水の恩恵を受ける人は多く、創建が
早いことも理解できる。為政者からの信仰が中世の頃か
ら始まっている珍しい例であり、南東には松平家の菩提
寺である法然寺も建てられている。これらより、この地
域の住民にとって重要な場所だったことがうかがえる。
また、都市の中心にある亀井戸や大井戸は香東川の伏流
水とされ、田村神社の井戸も同じだとされている。その
ため、城下町からみて香東川の上流であるこの場所を、
環境領域ととらえていたと考えられる。 
（５）高松のまとめ 
高松の水の聖地は、生駒家の時代に神社の創建や香東
川の治水などにより、原形は造られており、松平家の高
松水道の完成によって、より明確化されたと言えるだろ
う。更に松平家は都市の拡大に伴い、新たな聖地の設置
も行っている。また、松平家は民のための政治を心掛け
たとされ、松平頼重は、藩主みずから領内を巡回視察し
て住民の様子を観察し、その結果、武士より先に町人の
ための水道が引かれたという、他の都市ではあまり見ら
れない特異性を見せている。そして、身分によって、水
を引いていた水源が異なっていたという事実も、他の都
市と異なっておりとても興味深い。 
また他の都市の場合、通常中心となる水の聖地は城内
に置かれることが多いが、高松は城下町のど真ん中に置
かれており、高松の特徴の一つと言える。また、全体を
通して水の聖地が置かれているほとんどの水源は、香東
川の伏流水とされており、高松において香東川の重要性
を物語っている。 
香東川は高松における水の聖地のほぼすべてと関係が
あり、高松の水の聖地による都市形成に大きく関わって
いることがわかる。時の為政者たちは、香東川系統の水
をいかにコントロールするかを念頭に都市計画をおこな
っていたと考えられる。 
最後に高松のもう一つの特徴として、領域を示す神社
の多くが、街道沿いに置かれていることが挙げられる。
都市の重要な要素である街道に置かれていることから、
為政者の意図を感じずにはいられない。 
 
３． 広島における聖地 
（１）広島の歴史と地形 
広島は毛利氏、福島氏、浅野氏の３つの時代に分ける
ことができる。 
初代城主は毛利元就の孫にあたる毛利輝元である。輝
元は、太田川河口のデルタに 1589 年から広島城の築城を
はじめ、1591 年に広島城に入城した。しかし、1600 年の
関ケ原の戦いにおいて、西軍の総大将になったことによ
り、徳川家康から周防、長門(現在の山口県)に減封され、
1601 年に福島正則が広島城に入る。正則は堤防を築くな
ど、城下の整備を進めたが、洪水による被害の修復を幕
府に無許可で行った結果、1619 年に津軽へ転封される。
その後、浅野長晟が広島城に入り、ここから約 250 年間、
浅野氏が広島藩主となる。 
広島の都市部には現在 6 本の川が流れており、西から
太田川、天満川、旧太田川、元安川、京橋川、猿猴川で
あり、すべて広島県廿日市市の冠山を水源とする太田川
から分流した川である。 
広島市の気候は、高松同様に温暖で降水量が少ない瀬
戸内気候に属しており、広島城は中国山地を背にもち、
南には瀬戸内海が開かれ、太田川河口デルタ上に位置す
る。広島の地形的特徴として、干拓工事によって海に土
地が広がっていったこともあげられる。 
 
 
図６ 広島のデジタル標高地形図 
本章の第 2 節以降は、広島の水の聖地について述べて
いくが、付録の資料２を参考にしていただきたい。 
（２）井戸と広島中津宮‐中心部の水源と聖地‐ 
広島の中心となる水の聖地に置かれたと考える神社は、
城郭内にある広島中津宮である。 
 
 
図７ 広島中津宮 
 
祭神には、毛利家の信仰が厚かった厳島神社の祭神の
一つである市杵島姫命が祀られている。他の都市と比べ
て広島市では、市杵島姫命を祀っている神社が多くみら
れる。これはやはり厳島神社が近く、その信仰が厚かっ
た毛利家が治めていた土地であったためと考えられる。
境内の由緒書きには、創建は室町時代のようだが、広島
城築城時に毛利輝元が都市を整えるために、この地を再
聖地化したことがうかがえる。このことから、広島中津
宮は他の市杵島姫命を祀っている神社とは違い、為政者
が意志をもって鎮座させたと言えるだろう。 
広島は太田川によって形成されたデルタ地帯のため、
湧き水のほとんどは塩分を多く含み、飲み水に適してい
なかった。しかし、広島城付近はデルタ内で唯一きれい
な水が湧き出る特別な場所だった。また、このような特
別な場所である城郭内で水神を祀っていたのはこの広島
中津宮だけである。これらのことより、この広島中津宮
は、広島城の重要な水源として、この地に湧く水や井戸
を守るための意味合いが強かったのではと私は考え、こ
の神社を広島の中心となる水の聖地だと捉えた。 
（３）治水としての八剣神社‐都市領域の水源と聖地‐ 
高松同様、広島にも都市領域を示す水の聖地はいくつ
もあり、その中でも特に重要な位置にある神社が八剣神
社である。この神社の場所は広島城の北側に位置し、城
下で最初に太田川が分岐する地点であり、京橋川沿いの
土手上で、この土手は江戸時代に何度も洪水による被害
に遭い、修築が行われてきた。 
由緒書きには、人柱によって川の水をコントロールし
ようとしていたが、それを不憫に思った福島正則が人柱
の代わりに、己の八本の剣を納め、この神社が創建され
たという伝承があるが、ここでは祭神が八剣大明神であ
る点に注目すべきである。日本三大弁財天の一つである
江島神社には、八臂弁財天という像が奉納されている。
この<八臂>というのが八つの肘という意味で、奉納され
ている像は、八つのアイテムを持っており、この八剣大
明神の<八剣>と<八臂>が対応しうると考えられる。また、
弁財天は、インドの水神として有名な女神サラスヴァテ
ィーと同一視されている。これらより、八剣大明神が水
に関係する神だと推測することができる。由緒書きには
水の守護神とのように書かれていたが確証が持てず、ど
のような神かわからなかったが、以上のように推測する
ことができる。 
正則の八本の剣を伝承に使ったのは、為政者が治水の
ために神の力を借りたかったが、己の権力を誇示したか
ったがために、そのような伝承になったのではと考える。 
またこの付近には、毎年 7 月 15、16 日の夜に<雨夜踊
り>が行われていた。この地域は水の勢いが強く、常に水
害の危険にさらされていたため、堤防の修築は頻繁に行
われていた。堤防を強固にするために、地元の人々を集
めて躍らせ、堤防上の土を踏み固めさせたのが起源であ
る。踊るという名目で、民衆の力を借り、治水につなが
ることを行わせた面白い例である。 
 
 
図８ 八剣神社 
 
八剣神社がある場所は、太田川が分岐する場所で流量
が多く、洪水時には常に危険にさらされてきた。また、
城下で最初の太田川の分岐点で、この場所が脆弱だと城
に直接被害が及んでしまう重要な場所である。その対策
として、為政者は様々な治水事業を行っていたが、それ
だけでなく、水神の力を借りながらこの重要な場所を守
護しようとしていた意図が伝わってくる。度々氾濫する
太田川の水の脅威から、水をコントロールしてくれる水
神を、人々は信仰の対象にしてきたのだろう。 
（４）毛利家と天神社‐環境領域の水源と聖地‐ 
江戸時代の広島の特徴として、舟運は欠かすことがで
きない。広島は太田川水系を利用し、経済を発達させて
いった。広島城築城当時は現在の可部、下深川あたりま
でが通船区画とされ、時代とともに上流へと拡大してい
ったが、太田川主流より下深川側の三篠川が先に開発さ
れていった[3]。その深川に天神社は位置している。 
この神社は山神社、伊勢神社を合祀したとされ、すぐ
そばにある明光寺というお寺のすぐそばに鎮座しており、
明光寺の鎮守社とされていた。またこの明光寺は、毛利
家と深い関係がある。 
 
 
図９ 天神社 
 
このお寺の境内にある薬師堂は、1566 年に毛利元就と
その家臣である三吉隆亮によって建てられたといわれて
いる。後に明光寺は毛利家の祈願所となり、四町歩(約 4
万平方メートル)もの寺領が与えられた。また、仁王門な
どの修繕は、郡普請となり特別な扱いをされていたこと
がわかる。福島正則には寺領を没収されてしまうが、浅
野氏には庇護され、1814 年に薬師堂は改修される。創建
の詳細は不明だが、明光寺蔵の江戸時代に描かれた<明光
寺境内ノ図>にその名が書かれており、江戸時代初期には
創建していたことがわかる。 
祭神である菊理姫命は、白山神社総本宮である石川県
の霊峰<白山>をご神体とする白山比咩神社に祀られてお
り、この白山には龍神伝説があるため、龍神との関わり
が深いとされている。そのため、水の神と山の神のご神
格を持つ女神である。 
また一説には山の神である、大山祇神が祀られている。
大山祇神は瀬戸内海の水軍に篤く信仰され、特に戦国時
代以降は海の神、武神、軍神として多くの武士の信仰を
集めていた。そのため、武士である毛利家や家臣が信仰
していても不思議ではない。 
この神社の北側に、薬師霊水という眼病に効き、原爆
献水にも用いられている名水がある。弘法大師が明光寺
の薬師如来像を彫る際、体を清めるのに使ったとされる。
実際に現地にいってみると、今もかなりの水量で湧いて
いる。 
気になるのが、なぜこの地の明光寺を重要視していた
という点である。毛利輝元の時代、可部、下深川までが
舟路とされ、その地域が重要視されていた。ということ
は、それより先の上流は城主たちの直接的なコントロー
ル下ではなくなるので、環境領域の 1 つの境界としてふ
さわしいといえる。よってこの地の湧水を、三篠川、太
田川の一つの水源と捉えて重要視し、水と山の神である
菊理姫命を祀っていたのではないかと考える。また、広
島築城以前の毛利元就の時代から関わりを持っていた点
も興味深く、この感覚が孫である輝元に受け継がれてい
るとも考えられる。 
（５）広島のまとめ 
広島の水の聖地による都市計画は、毛利輝元の時代に
整えられたと言えるだろう。毛利家は、厳島神社への信
仰が厚かったことから、都市計画においても、水神を用
いていたことは想像しやすい。しかし福島氏は、多くの
寺社の社領を没収しており、宗教に対する信仰が薄かっ
たように思える。福島氏が創建に関わったとされる八剣
神社の社伝では、治水の願いの先を神ではなく、己にし
ているようにも読み取ることができる。結果として、洪
水という自然の力によって破壊された城郭の無断修復で
藩主の座を追われることになり、神の力を信じなかった
結果と言えるかもしれない。浅野氏は輝元のように神の
力を信仰し、福島氏によって乱された聖地を再整備し、
都市の拡大に際しても、新たな聖地を設置していた結果、
約 250 年間にわたって広島を治めることができた。 
広島の都市領域を示す神社の位置が特徴的で、皆それ
ぞれの岸の北側に置かれている。また、その位置も洪水
の際に、その被害が直撃する位置ではなく、少しずらし
た位置にあり、考えたうえでの配置と言えるだろう。こ
のことから、広島の都市領域を示す神社は、治水に対す
る願いが強かったのではないかと考えることができる。
広島は太田川を西洋の城壁のように、都市の境界として
利用していたと予想される。 
そして、広島における特徴の一つとして舟運がある。
広島城築城当時の舟の航路は、太田川の中流域付近であ
る可部、下深川までであり、この地域までを広島の環境
領域ととらえていたと言えるだろう。毛利元就の時代か
らこの土地における聖地の整備が始められており、三篠
川には天神社が置かれ、主流である太田川にも同様の水
の聖地が置かれた。それ故に輝元は、広島を築城の地と
して選んだのかもしれない。 
また可部、下深川より上流の太田川水系には数えられ
ないほどの水神が祀られているが、これらは、舟運によ
り発達したその地域の住民が、生活の軸である太田川の
安泰を願い祀ったもので、為政者のとのつながりはほと
んどなかったものと考えられる。 
 
４． おわりに 
成果として、両都市ともここまでに示したように、都
市の中心となるような水源に水神を祀ることで聖地化し、
意味づけられた水の聖地により都市の領域が示され、都
市を流れる川の上流に時の為政者が関わった水の聖地か
ら環境領域を読み取ることができ、はじめにで示したよ
うな都市構造になっていることを明らかにした。ただ適
当に神社が配置されるのではなく、都市的な意味を持っ
た位置に<水神>を祀ることで、領域を示していたという
ことであり、近世の為政者は神の力を用いながら、都市
計画を行っていたと言える。 
 近世に大きく発展した高松、広島の大きな特徴として
は 2つあり、1つ目が両都市とも川が都市構造に大きく関
わっている点である。2つの都市とも川によって都市が形
づくられたともいえるだろう。川が都市にとって、これ
ほど大きな意味を持つことは、ほかの都市ではあまり見
られない。 
2つ目が飲み水の入手しにくさである。高松は地形や気
候的要因によって飲み水の入手に困り、広島はデルタ地
形により湧き水は塩分を含みやすく飲み水に適さず、両
都市とも飲み水の入手が容易ではなかった。 
高松、広島の都市構造においての特徴は、<身分による
水源の二層構造>といえるだろう。高松の場合、高松水道
という同じくくりだが、水を引いていた水源が武家屋敷
と町人町で分けられており、広島の場合、武士は井戸水
を使用し、町人は水売りから飲み水を手に入れていた。
どちらの都市も身分によって使われていた水源が異なっ
ていたのだ。今までの研究対象であった都市は、湧水な
どの飲み水が豊富であったが、高松、広島はそれぞれの
理由で飲み水の確保が難しかった。そのため、他の都市
とは異なり、両都市独自の<身分による水源の二層構造>
が存在したと言えるだろう。 
川の治水に悩まされ、飲み水の確保に苦労していた 2
つの都市の住人は水への畏怖の念と感謝の気持ちを強く
抱いていたと考えられる。 
では、なぜそのような土地に都市を築いたのだろうか。
それを考慮するうえで、瀬戸内海の存在は大きいだろう。
どちらの都市も、近世に瀬戸内海の貿易や舟運のおかげ
で都市が発達し、現在の西日本における主要都市へと発
展を遂げることができた。戦国時代の末期を生き抜いた
初代城主達は、時代の先を読み、太平の世でどの場所に
城を築けば都市が発展するかを思考錯誤した結果、防衛
から商業に重きを変えた。しかしその結果、インフラが
弱い場所が候補地なってしまったため、水神の力を借り
ながら都市を整備したと言える。 
水の聖地が都市の要所に置かれ、都市の発展とともに
成立したということは、高松、広島に限ったことではな
い。水を確保、コントロールするとき、人々は水に対す
る願いを神社として形に表し、信仰し都市を築き上げて
きた。人口が減少し、都市が縮小していくこれからの日
本社会において、本研究が都市の適正範囲を見極める 1
つの材料になればと思う。 
 
謝辞：高村先生をはじめ、渡辺先生、下吹越先生、また
調査、研究をお手伝い頂いたみなさま、本当にありがと
うございました。研究室のプロジェクトという、大きな
研究に自分が携われたことを大変うれしく思っています。
皆様へ心から感謝の気持ちとお御礼を申し上げたく、謝
辞にかえさせていただきます。 
付録  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料１ 高松における研究対象内の全体図 
参考文献 
1)香高松市教育委員会：高松市埋蔵文化財調査報告， 
第 138 集，亀井戸跡－高松城下における上水施設の調
査－，高松丸亀町商店街 G 街区市街地再開発組合， 
pp.12-19，2012 
 
2)香川県神職会：香川県神社誌 上巻，香川県神職会， 
pp.363-366，1938  
3)建設省中国地方建設局：太田川史， 
建設省中国地方建設局，pp.110-112，1993 
資料２ 広島における研究対象内の全体図 
